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写真-2.3 偏光顕微鏡観察（プレキャスト製品供試体）（養生 1 年経過）（ＰＥＨ供試体）
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写真-2.4 偏光顕微鏡観察（プレキャスト製品供試体）（養生 1 年経過）（ＰＥＬ供試体）
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写真-2.3 偏光顕微鏡観察（プレキャスト製品供試体）（養生 1 年経過）（ＰＥＨ供試体）
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写真-2.4 偏光顕微鏡観察（プレキャスト製品供試体）（養生 1 年経過）（ＰＥＬ供試体）
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写真-3.1 偏光顕微鏡観察（マスコンクリート供試体）（養生 28 日経過）（Ｍａ供試体）
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写真-3.2 偏光顕微鏡観察（マスコンクリート供試体）（養生 28 日経過）（Ｍｂ供試体）

0.1mm
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写真-3.1 偏光顕微鏡観察（マスコンクリート供試体）（養生 28 日経過）（Ｍａ供試体）
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写真-3.2 偏光顕微鏡観察（マスコンクリート供試体）（養生 28 日経過）（Ｍｂ供試体）

0.1mm

－ 104 － － 105 －
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写真-3.3 偏光顕微鏡観察（マスコンクリート供試体）（養生 28 日経過）（Ｎ供試体）

0.1mm
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写真-4.1 偏光顕微鏡観察（マスコンクリート供試体）（養生 1 年経過）【Ｍａ供試体】

－ 106 － － 107 －
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写真-3.3 偏光顕微鏡観察（マスコンクリート供試体）（養生 28 日経過）（Ｎ供試体）

0.1mm
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写真-4.1 偏光顕微鏡観察（マスコンクリート供試体）（養生 1 年経過）【Ｍａ供試体】

－ 106 － － 107 －
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写真-4.2 偏光顕微鏡観察（マスコンクリート供試体）（養生 1 年経過）【Ｍｂ供試体】
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写真-4.3 偏光顕微鏡観察（マスコンクリート供試体）（養生 1 年経過）【Ｎ供試体】

－ 108 － － 109 －
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写真-4.2 偏光顕微鏡観察（マスコンクリート供試体）（養生 1 年経過）【Ｍｂ供試体】
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写真-4.3 偏光顕微鏡観察（マスコンクリート供試体）（養生 1 年経過）【Ｎ供試体】
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4. まとめ 

 今回の調査範囲において、すべての供試体で DEF

現象及び DEFひび割れは確認されなかった。 

 今後、30年間の長期的にわたり DEF 現象の生起

を確認するとともに、既存の河川構造物の DEF 現

象に対する現場管理手法について、業界団体の動

向を注視し、情報を整理する予定である。 
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1. はじめに 

建設事業において地下水に関する情報は、工事の

施工方法選択や周辺地盤環境に与える影響を検討す

るため不可欠である。 

こうした背景から、土木技術支援・人材育成セン

ターでは、昭和 30年代より地下水の調査や建設工事

に伴う地盤環境への影響を調べるため、浅層地下水

の継続的な観測を行い基本的な技術情報を発信して

きた１）。 

 

2. 観測の概要 

本報では、昨年２）と同様、図－1 に示す都内６箇

所の観測井について、令和 3 年（2021 年）の地下水

位状況と降水量の関係を報告する。観測地点は図に

示すとおり全て台地部に位置している。 

地下水位 h2は、井戸枠上端から水面までの深度で

示す。図－2及び表－1には各観測地点の井戸高 h1、

井戸深 h3、ストレーナ深 h5、ストレーナ長 h4 及び

井戸標高（T.P＋）を示した。水位観測は、連続観測

した値を正時１時間ごとの読み取り値で行った。水

位の値は、１日 24 時間データ（１時間毎 24 個）の

平均値を用いた。降水量については、観測地点①、

②は、気象庁アメダスの練馬観測所、観測地点③～

⑥は、同府中観測所の日降水量の値を用いた。          

 

② 

図－1 観測井名と位置図 

－ 110 － － 111 －




